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賀来敬仁・助教 学際化国際化委員会委員 日本感染症学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

栁原克紀・教授 日本医療研究開発機構 代表 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等

開発推進研究事業「薬剤耐性菌対策に資す

る診断法・治療法の開発研究」 

栁原克紀・教授 厚生労働省 代表 新興・再興感染症及び予防接種政策推進 
研究事業「医療機関等における薬剤耐性菌

の感染制御に関する研究」 

栁原克紀・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
マイクロバイオーム解析に基づく高齢者

肺炎の病態解明と革新的予防法への展開 
栁原克紀・教授 日本医療研究開発機構 分担 ゲノム不安定性疾患群を中心とした希少

難治性疾患の次世代マルチオミクス診断

拠点構築 



 5 

栁原克紀・教授 公益社団法人日本化学療法学会 代表 全国におけるグラム陰性桿菌を原因とす

る血流感染症のアンケート調査 

栁原克紀・教授 公益社団法人日本化学療法学会 代表 ＣＲＥ肺炎マウスモデルにおけるカルバ

ペネム系抗菌薬およびアミノグリコシド

系抗菌薬の併用療法の有効性評価 

長谷川寛雄・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  
HTLV-1キャリアクローン解析に基づく新

規バイオマーカーの探索 

長谷川寛雄・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) ATLL 及び B 細胞性リンパ腫

発症リスク評価・判定法の開発 

長谷川寛雄・講師 日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 自己削除型レンチウイ

ルスベクターによる遺伝子治療法の開発 

長谷川寛雄・講師 厚生労働省 分担 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等

開発推進研究事業 
「HTLV-1 疫学研究及び検査法の標準化に

関する研究」 

賀来敬仁・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
肺指向性ナノパーティクルPNAG-DNAワ

クチンによる肺感染症の発症／重症化予

防 

賀来敬仁・助教 長崎県医師会 代表 研究助成金 
肺指向性ナノパーティクルPNAG-DNAワ

クチンによる肺感染症の発症／重症化予

防 

小佐井康介・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
宿主細胞のオートファジーに着目したイ

ンフルエンザ関連肺炎の重症化メカニズ

ム解明 
宇野直輝・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

血中 cell-free DNA の基準範囲及び測定前

変動要因の決定 

栁原克紀・教授 
賀来敬仁・助教 

ビオフェルミン製薬 抗菌剤起因性腸内菌叢攪乱における耐性

乳酸菌製剤の効果 

栁原克紀・教授 株式会社日立ハイテクノロジーズ 腸管感染症関連遺伝子検出キットの臨床

性能評価 

栁原克紀・教授 扶桑薬品工業株式会社 細菌同定キット「DiagnoSep」の臨床検体

適応性評価研究 

栁原克紀・教授 MSD 株式会社 成人侵襲性肺炎球菌感染症患者の肺炎球

菌株の莢膜血清型分布および薬剤感受性

に関する多施設共同観察研究 

栁原克紀・教授 日本ベクトン・ディッキンソン㈱ BD Vacutainer® UltraTouchTM Push Button 
Blood Collection Set の Turn-Around Time 
(TAT)短縮効果に関する研究 

栁原克紀・教授 アステラス製薬株式会社 腸管上皮細胞に対するフィダキソマイシ

ンの免疫調節の検討 
栁原克紀・教授 和光純薬工業株式会社 自 動 化 学 発 光 酵 素 免 疫 分 析 装 置

Accuraseed®による甲状腺関連項目 TSH、

FT4、FT3 測定試薬の基礎的検討 

栁原克紀・教授 杏林製薬株式会社 肺炎球菌のキノロン耐性メカニズムの解

析と各種キノロン薬の特徴について 
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栁原克紀・教授 第一三共株式会社 抗菌薬特定使用成績調査 -STFX、LVFX、

CPDX、CMZ、PAPM-「第 11 回抗菌薬感

受性年次別推移の検討」 

栁原克紀・教授 富士フイルムメディカル株式会社 銀増幅イムノクロマト法を用いたマイコ

プラズマ検出システムの性能評価 

栁原克紀・教授 セフィエド合同会社 siTCR 技術を用いた、がんに対する細胞輸

注療法の開発 

柳原克紀・教授 ベックマン・コールタ―株式会社 Copan 社製微生物検体処理システム

Walk-Away Specimen Processor を用いた最

適な尿定量試験プロトコルの確立 

栁原克紀・教授 ロシュ・ダイアグノスティックス㈱ 血中サイトメガロウイルスDNA 定量試薬

「cobas CMV」に関する相関性評価 

栁原克紀・教授 東ソー株式会社 新規インフルエンザウイルス迅速診断法

と従来法の比較試験 

栁原克紀・教授 ブルガー・ダルトニクス㈱ 質量分析装置を用いた薬剤耐性株検出に

関する検討 

宇野直輝・助教 MSD 株式会社 血流感染症の高感度迅速分子診断法の開

発 

宇野直輝・助教 日本臨床検査医学会 細胞内 DNA を検出する高感度フローサイ

トメトリーアッセイの開発 

 
特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

宇野直輝・助教 
栁原克紀・教授 

HTLV-1 感染細胞の検出方法 2017/3  特願 2017-047408 

長谷川寛雄・講師 非ホジキンリンパ腫発症のリスク判定補助

方法 
2016/7/1  特願 2016-226343 

長谷川寛雄・講師 非ホジキンリンパ腫発症のリスク判定補助

方法 
2016/11/21  特願 2016-150300 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

栁原克紀・教授 非常勤講師（東北大学検査部） 東北大学 

栁原克紀・教授 非常勤講師（愛媛大学第一内科） 愛媛大学 

栁原克紀・教授 非常勤講師（大阪市立大学細菌学教室） 大阪市立大学 

 
○特筆すべき事項 
①賀来敬仁・助教：日本感染症学会西日本支部 支部長賞（卓越した研究を発表したため） 

 


